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絶縁監視装置の警報発生、漏電箇所を追え!!
田島事業所 井戸川 仁

絶縁監視装置の警報発生から原因判明まで、１週
間を要した事例を紹介します。

〔状況〕
12月上旬の15時頃、電気事故受付センターから「お

客さまに設置している絶縁監視装置から（動力
200V回路で）特別警戒連続（※）が発生した」との連
絡があり出動しました。出動する前にお客さまに電
話連絡したところ「設備に異常はなく、工場も普段
どおり稼働している」とのお話でした。
※�特別警戒連続：500mA以上の漏えい電流が５分以上継続した場合の

ことをいう

〔調査〕
30分後に到着し、お客さまに再度状況をお伺いし

ましたが「停電している箇所や異常箇所は見当たら
ない」とのことでした。

早速、漏電回路を特定するためキュービクル内の
動力主幹回路の漏れ電流を測定しましたが、正常値
でした。次に、お客さまに停電のご了承をいただき、
絶縁抵抗測定を実施しましたが、正常な状態で原因
を特定することはできませんでした。漏電している
回路を特定するため、キュービクル内に漏電探査器
を取付け、様子を見ることにしました。取付け後、
同様の警報が２回発生しましたがすぐに回復し、探
査器の取付箇所を変更しながら漏電回路の特定を進
めることとしました。

その後、４回調査に訪問し徐々に回路を絞り込み、
ちょうど１週間後、探査器を取付けた回路に漏電の
表示があり、木材粉砕機用の送出コンベアが原因箇
所と断定することができました。

〔原因〕
送出コンベアを目視点検したところ、振動で被覆

が擦れて損傷した配線が外箱に接触したり離れたり
したため、短時間の漏電を繰り返していたものと想
定されます。

〔復旧〕
感電・電気火災のおそれがあることから、使用を

中止し、お客さまから電気工事店に配線の張替えを
依頼し交換していただきました。

〔お客さまの声〕
お客さまに漏電の原因を説明すると「木材粉砕機

の運転中にベルトコンベアが停止すると、工場の稼
働が停止してしまうので、その前に原因が判明して
安心しました」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事象は、配線が損傷しベルトコンベアが運

転するときに、漏電が発生する事例でした。絶縁監
視装置の警報発生から漏電箇所を特定し、感電や漏
電火災を未然に防止することができ、その必要性を
再認識することができました。

今後も迅速・丁寧な対応と、お客さまへ分かりや
すいご説明を心掛けていきたいと思います。
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